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要  旨

1997年から1999年にかけて,「有馬富士公園」で各種公園施設建設のための大規模な土地造成工事が行われ,

武庫川北東, 標高210~230m の高位段丘平坦面に赤色礫層を主体とする多数の好露頭が出現した. 高位段丘礫

層は層厚約13m で, A,  B,  C の3 つのユニットに分けられる/ ド位のUniレA は層厚5.9m, 風化の進んだ有馬層

群由来の中~大礫に特徴づけられ, チャート爍を伴わない. 中位のUnit B は斜交層理・ラミナがよく発達し,

層厚は3.5m, 礫径・層厚の側方変化が著しい砂礫層から成り, 頻繁に砂・シルト・粘土を夾む. チャート礫を

ましえるようになり, 上位に向かいその含有量を増す. Unit A とUnit B に不整合に重なるUnit C は層厚3.5m

で, 構成礫全体の20~30%, 時に40~50% がチャート礫から成る. 残りの有馬層群由来の礫や礫の基質は顕著な

赤色風化を受けている.
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は じ め に

兵庫県三田市の有馬富士( 標高374m) 周辺域は県

立「有馬富士公園」に指定されている. 公園指定区域

の一画にあたる福島大池南方をはじめ, 武庫川両岸に

は武庫川沖積面との比高40~80m の高位段丘面が拡

がっている. 高位段丘面は赤色砂礫層に被われ. 元来

一連であったが, 武庫川や中小の河川に浸食されため

孤立分布している([ 頸1]. 福島大池南方の地形的高

所からは, 河道変更された武庫川のほとんど停水して

いるような流れが西方から南方に見え, 対岸には三田

ニュータウンを載せた高位段丘が, その背後には西側

に傾動する六甲山系の山並みが望まれる.

福島大池南方の平坦面では, 2001 年4 月29囗にオー

プンした「有馬富士自然学習センター」・「有馬富士

パークセンター」や大型駐車場をはじめとする各種公

園施設建設のための大規模な土地造成工事が行われ

た. それに先立ち, 新三匪~志手原を結ぶ県道「有馬

富士公園線」が新設された. これら一連の土地造成工

事中に, 最大標高227m, 延長150m, 高さ10m の大露

頭([ 叉|版1.1] のほか大小の露頭が出現し, 高位段丘

礫層の指標となるチャート礫と有馬層群由来の風化し

た礫を多数含む赤色砂礫層が好露出し, それらには河

川堆積物に特有な堆積構造が観察された. 少し離れた

所では, 砂礫層と下位の神戸層群との不整合関係が示

唆される露頭もみられた. その後, 公園線洽いでは標

高220.5m 以上に分布する砂礫層のほとんど全ては除

去・平坦化され, 他の多くの露頭も除去, 埋め立て,

あるいは被植により観察不可能となった( 図版1.2).

----方, 造成工事時に出現した露頭の調査記録をもと

にして, 現存する小露頭を周辺の地形・地質と関連づ

けながら観察すると, 武庫川の河川特性, 河川のはた

らきやその時代的変遷, 地層のでき方, 六甲の急上昇

と三田盆地の形成過程などを有機的に結びつけた大地

のつくりと生い立ちに関する総合的な現地学習の可能

性が残されている. また, 地学分野に隕らず, 自然の
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図1 三田地域の地質図( 尾崎・松浦, 1988を㈲咯化)

仕組みや地域環境教育に直結する高い学習効果が期待

される. そのためには, 造成工事中の露頭調査記録を

再現するとともに, 公園線沿いに残された小露頭の早

急 な修復と長期保存, 地形観察用の構造物新設などの

手段を改めて講じる必要がある.

本文の目的は, 三田盆地の地形と地質を要約し, 高

位段丘爍腦を中心に公園地内 に分布していた当時の露

頭とそこでの調査結果 を多くの図や写真により再現

し, 記載することである. 本文の記載は1998 年5 月25

囗から6 月8 囗までの露頭状況をもとにしている.

地 形 ・地 質 概 説

三田盆地は武庫川中流域に開けた内陸盆地である.

篠山盆地南西部を源流とする武庫川は三出盆地東端部

までは平均河床勾配が緩く, 川原には目立った河床礫

は分布しない. 盆地内を流れる武庫川は河川改修によ

りがっての蛇行部は流路変更され, 自然河川の様相は

失 われている. 盆地東端の道場 と大阪平野の間には武

庫川 峡谷( 武田尾渓谷) のV 字谷が発達し, 武庫川

の平均河床勾配はこの区間で最大である. 三田盆地西

部では, 武庫川水系に属する相野川 と加古川水系 に属

する東条川の支流が西相野一上相野間で谷中分水 界を

成している( 小林, 2002).

三田 盆地 の武 庫川 本 流 沿い には北 西 一南 東 約8

km, 最大幅約2km にわたり沖積層が分布している.

盆地周囲の山地は上部白亜系有馬層群から成り, 盆地

内の丘陵は有馬層群を不整合に被う古第三系上部始新

統~下部漸新統の神戸層群から成る. 丘陵域の一部に

は神戸層群を不整合に被う上部更新統の高位段丘礫層

が, 武庫川をけじめ盆地内の中小の河川沿いにはより

新期の段丘堆積物や沖積層が分布している([ 頌1].

有馬富士公園付近では概ね, 福島大池よりも北側の山

地に有馬層群が, その南側の丘陵部に神戸層群が分布

し, それらは層厚10m 未満の高位段丘礫層に被われ

ている( 図1).

これらの地層群は尾崎・松浦(1988) の層序区分に

よると, 有馬層群佐曽利凝灰角礫岩, 神戸層群三田累

層砥石川泥岩砂岩部層, 大阪層群三木累層とT1 段丘

堆積物,T2~T5 段丘堆積物, 沖積層にそれぞれ対

応する. これらのなかで, 三木累層( 尾崎・松浦,

1988)は三木市北部を模式的とし, 下位の小野累層(尾

崎・松浦, 1988) を整合で被い, 加古川水系に分布す

る市原・小黒(1958) の三木饋層厂市原ほか(1960)

の明美傑層( 高位段丘堆積物), 藤田・笠間(1983)

の大阪層群最上部の明美累層に相当すると考えられて

いる( 尾崎・松浦, 1988).

三田周辺の第四紀後期の河成礫層分布域は標高・武

庫川沖積面との比高・砂礫層の層相などの相違によ

り, 最高位段丘・高位段丘・中位段丘・低位段丘に地

形区分され, それぞれは更に上位面・下位面に細分さ

れている( 田中・野村, 1983). 後2 者の段丘を構成

する礫層は赤色風化を受けていない点で前2 者のもの

と容易に区分される. 一方, 尾崎・松浦(1988) は田

中・野村(1983) の最高位段丘面を明美面, 高位段丘

面をT1 段丘面と呼び, 武庫川・加古川水系の河川沿

いに小分布する平坦面を段丘, 丘陵頂部に広がる平坦

面( 三木累層の堆積面) を台地と呼び, 段丘と区別し

ている. これらうち, 最高位段丘面( 明美面) と高位

段丘面(T1 面) は加古川流域の明美面( 市原・小黒,

1958 ; 市原ほか, 1960), 高位段丘面( 藤田・笠間,

1971 ; 1983)に対比されている( 表1; 尾崎・松浦,

1988).

有馬富士公園を含む武庫川北東部の高位段丘礫層は

標高210~230m, 武庫川沖積面との比高60~80m の平

坦面に残存分布し, それらは田中・野村(1983) の最

高位段丘面, 尾崎・松浦(1988)の明美面に相当する.

しかしながら, 福島大池北西3km の三田市末野や福

島大池西北西6km のJR 相野駅東方でぱ 明美面"

は比高2~4m をもっでT1 段丘面" と接するが,

その他の所では両者の識別は難しい. また,明美面(最

高位段丘面) とT1 段丘面( 高位段丘面) を構成する

砂礫層の層相差が明瞭でないこと, 両者の形成年代の

詳細が不明なこと, 両者は共に藤田・笠間(1983) に

よる志染川・明石川流域の高位段丘面に対比されるこ



となどから, 本文では明美面( 最高位段丘面)・T1

段丘面( 高位段丘面) に細分せず, 高位段丘面を用い

る( 表1). 同様な理由から, 有馬富士公園の高位段

丘面を構成する赤色風化を受け, 斜交層理やラミナの

発達が顕著な砂礫層を高位段丘礫層として一括する.

すなわち, 本文の高位段丘礫層は尾崎・松浦(1988)

の大阪層群三木累層とT1 段丘堆積物に相当する. そ

れらは後述するように層相の違いにより下位のUnit

A, 中位のUnit B, 上位のUnit C に分けられる.

三田盆地における段丘礫層の年代・分布・層相・構

成礫種や神戸層群基底部の地質構造は六甲山系の傾動

運動(:六甲変動) や三田盆地の第四紀造構運動(Huzita

et al., 1971 ; 藤田・笠間, 1983 ; 松浦ほか, 1995) と

深く関わっている. また, 武庫川流域に分布する段丘

礫層の構成礫や古流向は第四紀後期における武庫川と

周辺河川の変遷過程を考察する際に重要な資料七 され

てきた( 尾崎・松浦, 1988).

調 査 方 法

有馬富士公園では高位段丘礫層を載せた標高220m

以上の平坦面が残存分布している([ 頸2]. 高位段丘

礫層全体の層序や層相の把握, 地層の対比を行うにあ

たっては, 公園線西側( 新三田寄り) の大露頭①で大

局的な層序をおさえ, 露頭法面基底部と工事用につく

られた露頭上部の.小路から観察を行った. 中部層準の

層相・層厚の側方変化が特に顕著なことを考慮に入

れ, 大露頭での地質柱状断面作成の位置選定を行っ

た. 大露頭①では, 露頭法面に検縄と長さ8m のは

表1 加古川中・下流域, 武庫川中流域の段丘の地形区分と対比

しごを掛け, 地層境界と個々の単層の側方変化を記載

し, 写真撮影した. 大露頭法面の勾 配が, 水平距離:

垂直距離=  1.2:1 で一定であることから, 地層の厚

さは露頭法面で計測した勾配をもとに換算した. 造成

工事により多くの露頭が出現したが(図2 の②~ ⑨),

それらでみられる層相は大露頭のいず れかの層準に対

応している. 他の露頭で層位関係が不明な場合は, そ

れらが大露頭のどの層準の層相に相当し, 対比 される

かを繰り返し調査した.

露 頭 の 記 載

有馬富士公園の高位段丘礫層は, 公園線沿い の大露

頭①の詳しい観察から, 層 相の違いに基づ き下位 の

Unit A, 中位のUnit  B, 上位のUnit C に分けられる( 図

図2 有馬富士公園, 福島大池南方の露頭①~⑨とルートA の位置

造成工事着工前に作成された地形図原図( 三田市建設課提供, 縮尺2,500分の1, 等高線の間隔2m) に直接記人したため, 本

文中に記されている露頭・ルートの標高は地図上のそれらと一致しない.



3). この大露頭で確立された層序と層相の側方変化

をもとにすると, 他の露頭( 図2 の②~⑧) の高位段

丘櫟層の帰属が判明し, この地域に分布する高位段丘

礫層の対比が明らかにされ, 下位の神戸膵群との層位

関係が推定される. 以下に各露頭( ①~⑨) における

層序を記載する.

露頭①([22, 図3]:149.7m  X19.5m の大露頭で

ある( 図版1.1). 11の断面を設定し, 地質柱状図を作

成した. 柱状断面C, F, G汪K の層序を図4 に示す.

柱状断面B の左側とE の上部を横切る幅約10cm の直

線状の割れ目( 図版1.2, 2.1) は赤褐色粘土で充填さ

れている. 両者とも周囲の地層に変位を与えていない

ため, 断層ではなく表層地滑りによりできたものと解

釈 される. 個々の柱状断面 の層序 を総合する とUnit

A ・ Unit B ・ Unit C の全体的な層序 と層相は以下のよ

うにまとめられる.

Unit A は最大層厚5.9m で, マトリックスが淡灰色

~黄褐色( 一部淡ピンク色) の大礫を主体とした傑層

から成る. 下部では不定形,未固結で,灰色・暗灰色・

緑灰色・黄灰色・淡褐色の砂, シルトから成るブロッ

クや巨律 を含む(( 叉|版2.4). そ れらの最大 径 は3m

以上に及ぶ. 有馬層群由来の風化傑をまばらに含むブ

ロ ック([叉|版2.4] や外周縁 に褐鉄鉱を伴うブロック・

巨傑もある. 固結度と岩相から, これらはおそらくこ

図3 露頭①全体のスケッチ及び柱状断面の位置 匸ド図) と各柱状断面における高位段丘礫層の概略的な構成と層序区分( 上図)

上図に示されている層厚, 下図の露頭基部の距離・露頭法面の長さは露頭①左端( 西端) を庄川こして表示しか. 図2 及び図

版1.2参照.

図4 露頭①, 柱状断面C, F, G, I, Kにおける高位段丘礫層の地質柱状図と層序区分



の付近には分布しない大阪層群に由来する同時爍また

は準同時礫と思われる. これらの未固結な巨礫やブ

ロックを除くと, Unit A の礫のほとんどすべては有馬

層群由来の火山砕屑岩と少量の流紋岩の円礫~亜角礫

からなる([ 図版2.3, 2.5, 3.1]. 火山砕屑岩礫は種々

な岩相を示し, 素手で簡単につぶせるくらい風化が進

んだ礫からほとんど風化作用を受けていないものまで

多様である. 概して, 粗粒なものほど風化が進んでい

る傾向がみられる. 量的にはごく稀であるが, 凰化し

たひん岩の礫もみられる. チャート爍はみられない.

チャート爍の様にみえるものは多くの場合, 細粒また

は再結晶した酸性凝灰岩である. 丹波層群由来と考え

られる黒色泥岩や砂岩の含有量は低く,1% に満たな

いと思われる. 礫径はUnit B やUnit C のものよりも

大きい.

Unit B は最大層厚3.5m で, 各単層の層厚の側方変

化は著しい. 全体に淡いピンク色で, 層相の側方変化

の著しい大礫・中礫・小礫を雑多に含む砂礫層([叉|版

3.4], 斜交層理やクロスラミナの発達した砂礫層・砂

層・シルト層・粘土層([叉1版3.2, 3.5] から成る. 細

粒相にも礫がいよいよ混在する. 中部層準に比較的連

続性のよいラミナの発達した褐色シルト層が見られる

((図版3.3). この褐色シルト層は上位・下位の砂礫層

と斜交する([ 叉1版4.1, 4.2]. 褐色シルト層はUnit B

の上部にも局所的にみられる( 図版4.4). Unit B の

礫層にはUnit A では見られないチャートの中礫(少ない)

や小櫟( 多い) が見られるようになる. チャート礫の

含有量は多くの場合, 全体の数~10数% に過ぎない

が, 上部の層準では所によって40% に達することがあ

る. チャート礫の含有量と粒径は上位層準に向かって

増加するという一般的な傾向が認められる. チャート

礫以外の多くは有馬層群に由来する火山砕屑岩礫から

成る. それらの中礫・大礫の多くは種々な程度の風化

作用を受けているが,量的には少ない.礫種を問わず,

平均粒径・最大粒径ともにUnit A やUnit C のものに

比べるとはるかに小さい.

Unit C は最大層厚3.5m で, 顕著な風化を受けた赤

褐色の礫層から成り, 局所的に側方連続に乏しい同色

のシルト・細粒砂の薄層を夾む. 特徴的な色調と層相

の違いからUnit B と容易に区別される. Unit B との

境界は緩やかに凹凸しているか( 図版4.1), あるいは

Unit B の最上部を削り込んでいる([叉1版2.2, 4.3,

4.4] ことからUnit C はUnit B を不整合で被うと考え

られる. 礫のマトリックスや, チャート礫以外のほと

んど全ての有馬層群に由来すると思われる礫は顕著な

赤色風化を受けている([図版4.5]. 礫と基質の境界が

不鮮明なくらい著しい風化作用をうけた礫も少なくな

い. チャート礫は円磨度が高く, 全体の20~30%, 時

に40~50% に達し, 最大傑径20~25cm に及ぶものも

ある.

露頭②(図2, 図5): 露頭①の東方延長にあたる.

地点a では層厚1.6m の, 地点b では70cm の傑層が

観察される. 両者はともに風化の進んだ有馬層群由来

の傑のみから成り, チャート傑を欠くので, Unit A に

あたると考えられる. 地点c では, 下位の3m が地

点a ・b と同様な傑層から成る. 上位の50~60cm は

ピンク・赤色のシルト~粘土層から成り, Unit B 上部

に対比される.

露頭③( 図2, 図5, 図版5.2): 公園線道路から

北側の, 当時の工事現場に入る道路脇の露頭である.

下位から上位へ,1. チャート傑を欠き, 有馬層群由

来の傑から成る灰褐色傑層( 層厚3.2m) →2. 下位

の灰褐色傑層を被い, 上位に向け褐色→赤褐色→赤色

へと漸移する傑層( 最大層厚1.1m). チャート傑以外

の多くの傑は顕著な風化を受け, 脆くなっている.

チャート傑は全体の30~40% で, 最大傑径は30cm に

達する. →3. 小~中傑を頻繁に混じえる赤みを帯び

た褐色シルト~粘土層( 層厚O~80cm) →4. 表土・

盛り土から成る.

傑の構成と色調などから1 の傑層はUnit A に,2

の傑層はUnit C の傑層に対比される. したがって,

この露頭ではUnit B を欠き, Unit C が不整合で直接

Unit A を被っていると判断される.

露頭①( 図2,図6): 公園線道路の南側の露頭で,

下位より上位へ以下の順で重なる.1. 黄褐色の傑層

(層厚2.4m): 有馬層群由来のクサリ傑のほか, 灰

色・黄灰色・淡褐色で来固結・不定形なブロック・巨

傑・大傑を含む. 褐鉄鉱の外周縁をもつ径4m のブ

図5 露頭②, ③付近のルートマップ, 露頭②a, b, c の地質柱

状図, 露頭③のスケッチ



ロックもみられる. →< 露出なし(55cm)> →2.

風化礫主体の淡黄灰色礫層( 層厚20cm): チャート礫

は径10cm 以下で全体の約10% に達する. →3. 褐色

礫層( 層厚40cm):2 の礫よりも礫径が大きく, 厚さ

1cm 未満の黒色泥層を不規則に夾む. →4. 長径10

cm 以下のピンク色礫層( 層厚20cm) →5. 白色シル

ト層( 層厚10cm) →6. ラミナの発達した褐色シル

ト層( 層厚8cm) →7. 赤色礫層( 層厚1. 5m 以上):

露頭①のUnit C のものより礫径が小さい.

礫の構成と層相から,1 がUnit A, 2~6 がUnit

B,7 がUnit C に対比される.

露頭⑤( 図2; 図6; 図7; 図版5.3, 5.4, 5.5):

公園線道路の最高位部, 道路の南側で, 露頭の長さは

東西56m, 道路面の標高は東端([jX1 6 の左端] で224

m, 西端( 図7 の右端) で222.8m である. より西側

(露頭①寄り) は崩壊土に被われ不明である. 下位の

灰色粘土層( 層厚1m) と上位の赤褐色礫層( 層厚3

m) に2 大分される. 礫の構成や層相なとがら下位の

粘土層はUnit B に, 上位の礫層はunit C にあたると

みなされる. 両者の境界部には厚さ5~30cm の連続

性のよい赤~あずき色の粘土層( 図版5.3, 5.4) がみ

られる. この粘土層は剥離性に富み( 図版5.5), 数

mm 単位で灰色粘土と互層することがある. また, 両

者の境界部に1cm 未満の黒色泥層を伴うことがあ

る. 櫟層の赤色化は上部ほど顕著で, 上部では灰色粘

土や赤色粘土の薄層がレンズ状に夾まれている. 礫層

の下部では, 風化度の低い有馬層群由来の凝灰岩や流

紋岩のほかに, 丹波層群由来と思われる砂岩・黒色泥

岩の櫟もみられる. チャート礫の占める割合は全体の

20~30%, 所により50% 近くに達する. 礫径は他の露

頭でのものよりも小さく, 主に10cm 以下で, 下部よ

り上部のものの方が小さい.

露頭⑥([32, 図6]: 露頭基底の標高は224m.

層厚1.5m で風化 の進 んだ赤褐色礫層から成 る.

チャート礫の含有量は20~30% で, 有馬層群由来の凝

灰岩礫の多くは顕著な風化作用を受けていることから

Unit C に対比される.

露頭⑦( 図2, 図6): 露頭基底部の標高は約221.3

m である. チャート爍を欠き, 厚さ70cm の黄褐色礫

層から成る. それより上位は工事により削剥されたた

め不明である. この礫層は露頭①や公園線道路洽いで

みられるUnit A のものとかわりがない.

図6 露頭①~⑨とルートA における高位段丘礫層・神戸層群の地質柱状略図・層序区分・対比

図7 露頭⑤のスケッチ

図示されている範囲より右側( 西側) は崩壊上に被われ不明.



露頭⑧([ 頌2, 図6]: 工事時のテラス面( 標高224

m) から1~2.5m の高さの法面は厚さ2.5m 以上の赤

~赤褐色の礫層と砂礫層から成る. チャート礫の含有

量は5~25% で, Unit C に対比される. 他の露頭にお

けるUnit C に較べると, チャート礫の含有量はやや

低く, 露頭南側では有馬層群由来の礫の風化が特に著

しい.

露頭⑨( 図2, 図6): 平坦な原地形面を削り取っ

てつくられた に の地点では12m 削り取られている)

公園線道路北側の被櫁された法面が一部崩落したた

め, この露頭が出現した. 露頭基底の標高は214m で,

下位から上位へ, 淡灰色中粒凝灰質粘土層( 層厚40cm

以上) →灰色シルト層( 層厚25cm) →く露出なし(1.2

m)> →暗灰色粘土層( 層厚3.9m) がみられる. 凝灰

質粘土層は走行N80 °Eで, 南に10 傾゚斜する. 層厚は

5.5m 以上に達するが, これまでのすべての露頭で見

られた礫層や砂層は分布しない. やや風化している

が, Unit A~Unit C の粘土層やシルト層に較べ固結度

が高く, 周囲の地質から判断しても, この露頭の粘土

層とシルト層は神戸層群に属すると考えられる.

ルートA( 図2, 図7): 最北端の露頭(標高195m)

では, 下位より上位へ, 黒灰色粘土層( 層厚50cm)

→細粒白色凝灰質粘土層( 層厚20cm) →中粒砂層( 層

厚30cm) →シルトの薄層を夾む粗粒砂層(層厚90cm)

→シルト層( 層厚10cm 以上) が露出している. これ

らはすべて神戸層群に属すとみなされ, 凝灰質粘土層

は走向N65 ゜Eで, 南に12°傾斜する. この露頭よりも

南側, 標高218m 地点までは工事用の道路脇や側溝に

風化の進んだシルト~極粗粒砂が小露出し, 数mm

の黒色有機物を含んでいる部分もある. 標高218m 地

点の小露頭は黒色有機物が点在する淡色のシルトから

成り, 不鮮明な層理がみられる. これらも神戸層群に

相当するとみなされる. この地点から, Unit A の礫層

から成る露頭⑦に至るまでの, 水平距離40m, 標高差

3.3m の部分は未露出である. 公園地内でみられる高

位段丘礫層や三田地域の地形・地質などから考える

と, このルート周辺では標高約219m 地点に神戸層群

と高位段丘櫟層の境界が存在すると思われる.
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図版1

1 露頭①の全景. 露頭最高部の標高は227m. 上部の赤褐色部がUnit C, その下位の淡灰~ ピンク色部がUnit B, 更に下位の淡黄色部がUnit A. 赤褐色粘土で充填された割れ目( 一見, 断層のよう

に見える) よりも右側の標高220.5m 以上 に分布していた高位段丘礫層の主要部は造成工事により全て消失した. それ以外の法面は一部を除き被植されたため, 観察不可能となった. 図2, 図3, 図

版1.2参照. 1998 年6 月3 日撮影.

2 土地造成工事がほぼ終了した頃の福島大池南方の高位段丘面. 公園最西端の尾根( 標高224.3m  ;露頭①の柱状断面E 付 近) から東方の志手原方面を望む. 山地はすべて上部白亜系の有馬層群か

ら成る. 写真中央の一番右側の山が羽東山(524m). 新設された公園線の手前側( 西側) が新三田方面, 公園線道路左側の大きな木立の左側の建設中の建物が有馬富士パークセンター, そ の左側背後

のものが有馬富士自然学習センター. 大 きな木立付近から手前にかけて露頭①が連続していた. 木立右側のプレハブが建てられている付近に露頭②が, プレハブ背後に露頭③があった. 図2 参照.2000

年5 月5 日撮影.



図版2

1 露頭①柱状断面D とE 付近の露頭写真. 上部の礫層がUnit C, 下位の礫層がUnit A, その間の淡いピンク色部がUnit B. 人物左

側の割れ目は図版1.1 と同一のもので地層に変位を与えていない.

2 柱状断面I の右側. Unit B は中部に褐色粘土層を介在し, 最上部はUnit C の赤褐色礫層に削り込まれている. 低い生け垣のため,

この写真ではUnit B とUnit A の境界は不鮮明. 左下隅, 人物が抱えているポールの長さが2m. 露頭法面にかけられている梯子の長

さが8m.

3 柱状断面F のUnit A の礫層.礫 のほとんどすべては有馬層群由来のもので,基 質は分級度の低い小礫~粗粒砂~中粒砂から成る.

4 未固結なブロックを含む柱状断面C,  Unit A の礫層. 右側のブロックは風化度の高い有馬層群由来の礫をまばらに含んでいる.

5 柱状断面C,  Unit A の礫層. 円磨度の高い有馬層群由来の火山砕屑岩礫から成る. 多 くは風化礫から成るが, 淡色の礫は細粒酸

性凝灰岩礫で顕著な風化を受けていない. 写真上部のボールペンの長さは15cm.



図版3

1 柱状断面G,  Unit A の礫 層の細粒部. 白色から灰色のチャートのように見える礫は細粒酸性凝灰岩礫である. すべての礫は有馬

層群に由来し, 種々の程度の風化を受けている.

2 柱状断面G,  Unit B 中部の小礫・粗粒砂・中粒・細粒砂・シルトの斜交層理. 細粒相ではラミナがよく発達している.

3 柱状断面I, Unit B 中部, 比較的側方連続性のよい褐色シルト層.

4 柱状断面G,  Unit B 上 部でみられる層相の側方変化の著しい赤色風化を受けた砂礫層の一例. 大礫・中礫・小礫を雑多に含み,

基質は分級度の低い中粒から粗粒砂から成る. ここではUnit B の中ではチャート礫の含有率が例外的に高く, 高 く全体の約40% を占

める.

5 柱状 断面I, Unit B 上部, 斜交層理の発達した, 赤色風化を受けた粘土層にみられるクロスラミナ.

6 柱状 断面G,  Unit B 上部, 図版3.5と同層準の赤色風化を受けたシルト層.平行ラミナ, 一部にクロスラミナ, が よく発達している.



図版4

1 柱状断面I とJ の間, Unit B の上 位・下位のシルト層・砂礫層と斜交する比較的連続性のよい, 平 行ラミナの発達した褐色シル

ト層. Unit B は緩やかな凹凸面をもってUnit C の赤 褐色傑層に不整合で被われる.

2 図版4.1の拡大写真.

3 柱状断面I, Unit B とUnit C の境界. Unit C の赤褐色傑層がUnit B 最上 部の平行ラミナ・クロスラミナの発達したシルト層を削

り込んでいる.

4 柱状断面J におけるUnit B とUnit C の境界部. 平行ラミナの発達した褐色シルト層はUnit B の上部にも局所的に分布してい

る. 褐色シルト層の下位には色調の違いにより不規則に凹凸した縞模様のみられる粗粒砂~ シルト層が, 上位にはピンク色のシルト

層を介して斜交層理の発達した細粒砂礫層が重なっている. Unit B の最上部は浸食を受け, 不整合でUnit C の律層に被われる.

5 柱状断面G,  Unit C の傑層. チャートの円傑のほかに顕著な赤色風化を受けた傑が多数みられる. 傑の基質も顕著な赤色風化を

受けているため, 場所によっては傑と基質の区別が容易ではない.



図版5

1 露頭①, 柱状断面D,  Unit B とUnit C の境界. 柱状断面D のUnit B はE より東側の断面でみられるUnit B 中部の褐色シルト以

下の地層が欠如している. Unit A を直接被うチャート傑を含む砂礫層( 写真下方) と斜交する上位の細粒砂~シルト層には平行ラミ

ナやクロスラミナがよく発達している.これを被うUnit C の傑層は他の柱状断面のものよりも傑径が小さく基質の占める割合が高い.

2 露頭③ではUnit B を欠 き, Unit C の赤褐色傑層が凹凸の不整合面を境にしてUnit A の灰 褐色の傑層を直接被っている. 検尺用

ポールの長さは2m. 図5 の露頭スケッチ参照.

3 露頭⑤, 基底部にUnit B の灰色シルト層とその上位のあずき色粘土の薄層がみられる. そ れに重なるUnit C の傑層は, 写真5.2

と同様に, 上部に移行するにつれて表層風化の影響で風化赤色傑とその基質との関係が不鮮明になる. 検尺用ポールの長さは2m.

4 図版5.3の下方拡大写真.

5 図版5.4のポールの右側, Unit B 最上部の剥離性に富んだあずき色粘土層. 露頭①のような新鮮な露頭に比べるとUnit C の傑層

の赤色化は顕著ではないが, 他の露頭と同様に多数のチャート礫を含んでいる.




